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	１．まえがき
	２．研究開発内容及び成果
	LTは方位角に関わらず温度上昇により周波数が低下する負の周波数温度特性（TCF）を持つのに対し、水晶基板は特性の方位角が正のTCFを持つことに着目し、両基板を組み合わせることで、ゼロに近いTCFが得られるのではないか、また、LTと水晶の音速に大きな差がないためSAWのエネルギーが基板表面に集中し、高いQが得られるのではないかと考え、開発を開始した。図1にその作製プロセスを示す。従来、接合が難しいといわれていたLT基板と水晶などの酸化物基板との組み合わせに対し、新たに接合技術を開発し、研磨に必要な強...
	SAWフィルタメーカーでのLT/水晶HAL SAWの量産試作では、最適なLT厚(0.07波長)よりはるかに厚い0.28波長のLT厚を用いたにも関わらず、図5に示すように1.2 GHzで80 dBにインピーダンス比が得られている。図6に示す理論解析では、半分のLT厚（0.15波長）にするだけで5 dB高い85 dBのインピーダンス比が得られる。LTの薄板化で、さらなる高インピーダンス比、高Q化が期待できる。
	X
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	SAWフィルタメーカー1社、研磨メーカー1社と共同で、実用化に向け、量産試作を行っている。当研究室で申請した特許についてはライセンス供与し、LTと水晶の接合技術につては研磨メーカーに移管する。現在、その研磨メーカーと接合後のLTの研磨厚みばらつきを改善する開発を行っている。また、接合・研磨したLT/水晶基板を、SAWフィルタメーカーの製造工程に投入し、量産試作中である。
	４．むすび
	LTと水晶基板とを組み合わせることにより、標準の42oYX LT単体からなるSAW共振子に比べ、31 dB大きな82 dBの高インピーダンス比、共振周波数で1/25小さい2 ppm/oCのニアゼロTCF、さらに14 GHzまでスプリアスが見られないという3つの利点を持つHAL SAW共振子を実現することができた。このデバイスは、今後の移動体通信に大きな役割を果たすと考える。
	【誌上発表リスト】

